
- 1 - 

令和４年第１回幸手市議会定例会 市政に対する一般質問通告書（通告順） 

発言 

順位 

議席 

番号 
氏  名 質 問 事 項 質  問  要  旨 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂 本 達 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和４年度当初予算と市長公

約について 

 

 

 

 

 

２ 権現堂公園のサクラの世代交

代について 

 

 

３ 電気自動車充電器について 

 

 

 

４ アスカル幸手（メインアリー

ナ・さくらホール）の危険な階

段について 

 

５ ハッピーエール券の発送につ

いて 

 

 

 

（１）令和４年度予算編成方針について市長に伺う。 

 

（２）市長公約、４本の柱が予算の中でどのように反映されているか市 

長に伺う。 

 

（３）令和４年度市政への市長の思いを伺う。 

 

（１）世代交代計画の立案者、事業主体を伺う。 

 

（２）幸手市は世代交代計画の内容を把握しているのか伺う。 

 

（１）市役所駐車場に設置されている充電器の利用状況について伺う。 

 

（２）充電器の設置を民間事業者に委ねることについて伺う。 

 

（１）過去５年間の転倒事故件数について伺う。 

 

（２）この階段を改修しようとする考えについて伺う。 

 

（１）当事者である市民にどのように説明したのか伺う。 
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２ １５ 大 平 泰 二 １ 新型コロナウイルス感染症対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）１月感染者の感染状況および入院、自宅療養等について伺います。 

 

（２）１回目、２回目の月毎の接種人数と率について伺います。またこ 

れらの方々の接種間隔を６ヶ月間とした場合の月毎の計画人数につ 

いて伺います。（資料提出）。 

 

（３）１月３１日現在ワクチン在庫数及び今後の供給計画について伺い 

ます。 

 

（４）在庫ワクチンの使用期限について伺います。 

  

（５）３回目接種の医療従事者、高齢者施設関係者、基礎疾患者への優 

先接種の対応について伺います。 

 

（６）３回目接種が遅れた原因について伺います。また近隣の状況につ 

いても伺います。 

 

（７）接種券の発送が「委託業者のミス」として遅れた原因としている 

ことと、業者からの文書報告書の内容（資料提出）について伺いま 

す。 

 

（８）現在の接種計画をさらに前倒しすることについて市長の考えを伺 

  います。 

 

（９）新たな種の新型コロナウイルス対策について市の方針を伺います。 

 

（１０）感染症法上の分類で新型コロナウイルスは現在の１、２類相 

当に位置づけられ、就業制限、医療費公費負担、入院勧告、強制入 
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２ 高齢者・障害者対策について 

 

 

 

院、無症状者への適用、濃厚接触者の外出自粛要請等があるが、５ 

類相当ではこれを全て解除される内容となります。市長の考えを伺 

います。 

 

（１１）共産党議員団が１月１２日に提出したワクチン接種前倒し等の 

緊急要望書２、３、４項目に対する市の回答について伺います。 

 

（１）高齢者・身体障害者の医療機関に受診出来やすい市内循環バス路 

線の設置について伺う。 

 

（２）障害者年金の説明・取り扱いについて伺う。 

 

３ １ 四 本 奈 緒 美 １ がん対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今やがんは２人に１人が罹患し、３人に１人ががんで死亡している。 

市民の生命・健康にとってがんの予防、がん教育を推進する事は重要 

な問題である。 

 

（１）幸手市における年間死亡者数、がん（悪性新生物）による死亡者 

数、死亡割合、乳がんによる死亡者数を伺う。（直近の同年の数値） 

 

（２）乳がん検診の受診率を伺う。 

 

（３）乳がん検診の受診率の目標と受診率向上への取り組みについて伺 

う。 

 

（４）「がん対策推進基本計画」では、「がん教育・普及啓発」が今年度 

から全中学校で実施とされている。幸手市の児童生徒への「がん教 

育」の取り組みを伺う。 
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２ 防災対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目 

標）の取り組みについて 

 

（５）児童生徒の未来の健康を守る為、がん経験者（サバイバー）を講 

師とする「生命（いのち）の授業」が必要と考えるが、市の所見を 

伺う。 

 

令和元年台風１９号等による災害を踏まえ、昨年令和３年５月に災害 

対策基本法が改正され、市町村に避難行動要支援者ごとに個別避難計画 

の作成が努力義務化された。 

 

（１）幸手市避難行動要支援者個別避難計画書の区分（要支援要件）の 

対象者は何人かを伺う。 

 

（２）個別避難計画書を提出された人数を伺う。 

 

（３）幸手市では昨年令和３年１２月に、「個別避難計画書情報取扱マニ 

ュアル」と「避難行動要支援者名簿活用の手引き」が作成された。

災害時に避難行動要支援者の避難を支援する為に、個別避難計画書 

をどのように活用し、実効性のあるものにしていくのかを伺う。 

 

（４）幸手市防災会議の開催状況と幸手市地域防災計画の見直しの内容 

について伺う 

 

ＳＤＧｓとは２０１５年９月の国連サミットで採択されたもので､国 

連加盟１９３カ国が２０１６年から２０３０年の１５年間で、「誰も置き 

去りにしない」より良い未来をつくる為に掲げた、経済・社会・環境の 

課題を包括した１７の目標である。 

 

（１）ＳＤＧｓについて市民の理解、認識を広めるためにどのような取 

り組みをしているかを伺う。 
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（２）ＳＤＧｓの１７の目標を達成するための幸手市の具体的な取り組 

みを伺う。 

 

（３）各課の表示板に、ＳＤＧｓの１７の目標のうち、関係の深い項目 

を明記し、各課が意識をして仕事に取り組むと共に、市民への周知・

啓発を推進すべきと考えるが、市の考えを伺う。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 田 謡 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 避難所におけるトイレについ

て 

 

 

 

 

２ コロナ禍での市長の危機管理

と行動について 

 

 

 

 

 

３ 幸手市のホームページについ

て 

 

 

 

 

 

 

（１）現在、避難所が開設された場合の「トイレ」について詳細を伺う。 

 

（２）問題点はないのかを伺う。 

 

（３）今後の早急に対応すべき課題についてあれば伺う。 

 

（１）市職員が濃厚接触者となったときの市の対応について伺う。 

 

（２）市長が濃厚接触者となったときの市の対応について伺う。 

 

（３）それぞれの対応をふまえて、職員と市長の対応の違いについて、

市長の見解を伺う。 

 

（１）現在、市のホームページのトップページは、何を一番に伝えたい

のかを伺う。 

 

（２）前回の１２月議会の私の一般質問から何が変わったのかを伺う。 

 

（３）ホームページについて、市民から意見や要望等は届いているのか

伺う。 

 



- 6 - 

 

 

 

５ 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

海 老 沼 隆 夫 

 

 

 

１ コロナ禍における市民の活動

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 道路側溝の土砂の撤去・改善

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ホームページの作成は、職員の手で変えることは全くできないの

か伺う。 

 

 コロナ禍での市民活動について、十分な感染予防対策は必要ですが、 

文化面でも健康面でも、様々な活動の長期の活動の休止における影響が 

心配されます。 

 

（１）先の議会において、感染防止対策の徹底をお知らせして、活動の

再開・復活を認めて行くとの答弁を頂きましたが、その後、感染の

急拡大も有りましたが、現在の活動はどんな様子か伺います。 

 

（２）現時点で市に登録されている活動団体の、活動休止割合を伺いま

す。 

 

（３）現在の感染状況下で、市民の文化面、運動面それぞれ、どのよう

な対策をして、どのような活動を案内していくのか、計画を伺いま

す。 

 

 栄地区にある道路側溝が、大雨の際に水があふれ、付近の家の玄関に 

水が流れ込み不自由をしていましたが、市での土木工事・対策を講じて 

頂き改善されました。大雨のたびに、玄関周りにいくつもの土のうを並 

べ・積み重ねる作業がなくなったと、感謝の声が寄せられています。 

 

（１）図書館周辺の冠水が過去には繰り返されましたが、現在は改善尽 

くされているのかを伺います。 

 

（２）市民からの、冠水の通報などは有るのか、どのように対応してい

るのかを伺います。 
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３ 危険な県道について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市長の選挙公約の実現につい

て 

（３）市内の大雨時の冠水場所は、市では把握出来ているのか、何か所

位あるのか伺います。 

 

（１）県道惣新田幸手線、八代郵便局の両側が木立に囲まれて歩道の無

い狭いＳ字カーブの場所、県に引き続き対応・改善を求めて行くと

の答弁を頂きましたが、その後の進捗状況を伺います。 

 

（２）県道惣新田幸手線、国道４号バイパス芝原交差点手前、天神橋手

前の県道は、外側線もセンターラインも消え、夜間などは大変危険

です。県に対する市の対応について、先の質問同様に、県に再度要

望していくとの答弁を頂きましたが、その後の進捗状況を伺います。 

 

 先の議会におきましても質問させて頂き、答弁も頂きましたが、市立 

吉田幼稚園の年度末廃止計画に関して伺います。市立吉田幼稚園の廃止 

は、幼児期における公教育の重要性として、共産党市議団は一貫して反 

対して来ました。市長選挙の公約でしたが、市長からも、選挙公約反故 

のお考えはないとの答弁を頂きました。 

そこで、改めて伺います。 

 

（１）市長は、これまでの質問に対して、幼児期における公教育の有り

方・必要性、幼児教育の推進については、引き続き取り組んで行く

と答弁しておりますが、再度、市長の考えを伺います。 

 

６ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

藤 沼 貢 

 

 

 

 

１ 人口減少問題について 

 

 

 

 

（１）人口の減少を少しでも抑止するため、市民など民間を中心とした

「対策協議会」（仮称）の設置の考えはあるか伺う。 

 

（２） 幸手駅西口開発においても、商業事業者や企業の進出を促すよう、

市として積極的に動くべきである。市の考えを伺う。 
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７ 

 

４ 

 

 

小 林 英 雄 

 

１ 幸手市公共施設個別施設計画

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 成年年齢が１８歳になること

について 

 

 

 

（１）計画期間は４期に分けられており、個別施設の方向性に基づき９

つの方策を実践するとある。その方策の１つに廃止があるが、第１

期は計画期間８年、第２期は１期後計画期間１０年であり、計画期

間が長くこの間に第２期廃止計画の施設が建築的劣化・機能不能等

が起きた場合の計画変更について考えを伺う。 

 

（２）市庁舎は建て替え方針が決定しており、第1期中に建て替えについ

て検討を進める令和３年度、４年度で建設基本構想の策定をすると

あるが、進捗状況について伺う。 

 

（１）成年年齢が１８歳になることで、市の業務にも様々な影響がある

と思うが、その主なものについて伺う。 

 

（２）これまで、市では２０歳を迎える方を対象に成人式を行ってきた 

が、今後の方針について伺う。 

 

（３）一般的に１８歳という年齢は、まだまだ経験や知識も少なく、家

庭や社会の支援が必要な年齢だと思います。成年として権利が与え

られることで、様々なトラブルに巻き込まれる可能性も高くなりま

す。そこで市では、どのような対策を考えているのか伺う。 

 

８ １０ 松 田 雅 代 １ 幸手消防署建て替え計画への

対応について 

 

 

 

 

 

 埼玉東部消防組合は、２０２９年度までに幸手消防署を含む３施設の 

建て替えを計画しているとの新聞報道（埼玉建設新聞令和４年１月２７ 

日付）がある。同組合はこれから関係市町と協議を始めるということだ 

が、 

（１）協議はいつ頃から始まるのか。建て替え協議、計画（時期・規模・

移転・工事費など）に臨む市の考えを伺う。 
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２ 香日向汚水処理場の公共下水

道接続までの維持管理、市の支

援強化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市民への説明について伺う 

 

 本施設は、公共施設個別計画において、「公共下水道の使用を見込む 

第二期以降に向けて維持・管理を行い、その後は廃止を基本とする」と 

する施設であるが、施設の老朽化、住民の高齢化などの課題もあり、接 

続までの期間の施設の適切な稼働を危ぶむ声もある。 

 

（１）施設の稼働は今後５年程度が限界との専門家の意見もあるようだ

が、公共下水道接続までの施設維持・修繕の考え方を伺う。 

 

（２）公共下水道が接続されるまでの期間、事務作業の負担軽減など、

住民が運営する管理組合への市の支援強化が望まれている。市の対

応を伺う。 

 

９ ８ 小 河 原 浩 和 １ 市内循環バスの充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）１月運行開始以来の利用状況について。 

 

（２）利用者の当初見込みと実際の利用状況の差異について市長の所見 

を伺う。 

 

（３）本数の増設や停留所の増設等の検討予定について市長の考えを伺 

う。 

 

（４）現時点での問題点や課題について市長の考えを伺う。 

 

（５）今後の利便性の向上や利用しやすい循環バスの運行について市長

の考えを伺う。 
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２ 過密する放課後児童クラブ 

について市長に伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市内の放課後児童クラブの過密が心配される箇所は何か所くらい

あるのか伺う。 

    

（２）過密の放課後児童クラブは、いつ頃から継続しているのか伺う。 

 

（３）該当するクラブの保護者等から過密解消の要望や要請の有無につ

いて伺う。 

   

（４）課題解消に向けての市長の政治姿勢を伺う。 

 

１０ １３ 青 木 章 １ 市街地火災について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新型コロナウイルスの現況と

対応について 

 

 

 

 

 

（１）被害状況について。 

 

（２）火災発生推定時刻、消防への連絡、消防車の到着、鎮火のそれぞ

れの時刻について。 

 

（３）消火に携わった人数について。 

 

（４）出動した消防車の台数と、その所属先について。 

 

（５）被災者への幸手市の対応について。 

 

（１）現在まで市民の感染状況について。 

 

（２）感染の年代別割合について。 

 

（３）３回目ワクチン接種状況について。 

 

（４）５歳児から１１歳児までの接種対応、状況について。 
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３ 新型コロナウイルスの子ども

への対応について 

 

（５）モデルナとファイザーワクチンの割合と、その接種会場について。 

 

（６）クラスターの発生状況について。 

 

（７）感染者、濃厚接触者に対して幸手市の対応について。 

 

（１）小中学校での現場対応について。 

 

（２）学級閉鎖等の基準と現在までの学級閉鎖数について。 

 

（３）受験生への影響について。 

 

（４）学校行事の対応について 

 

（５）保育園の状況と対応について。 

 

１１ ９ 小 林 啓 子 １ 幸手市におけるプラスチック

ごみについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本年４月より「プラスチック資源循環促進法」が施行されることによ 

り、削減とリサイクル促進が喫緊の課題となっている。 

 

（１）幸手市では、令和２年度において新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金充当事業として、プラスチック製容器包装運搬

選別処理業務が行われてきたが、令和３年度については、令和２年

度と比較して、どの様な傾向にあるのかを伺う。 

 

（２）プラスチックごみは様々あるが、市内公共施設内には自販機リサ

イクルボックスはどこに設置されているのかを伺う。 
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２ 令和４年度幸手市文化祭につ

いて 

 

 

（３）現在、自販機リサイクルボックス内のペットボトルの回収過程で、 

「異物の混入」という問題が大きな問題となっている。幸手市にお 

いては、どのような過程で回収をされているのかを伺う。 

 

（４）異物混入を防ぐために、幸手市としての考えを伺う。 

 

新型コロナウイルスの影響で、幸手市文化祭は令和２年度、令和３年 

度と中止となった。 

 

（１）令和４年度の幸手市文化祭の開催についての考えを伺う。 

 

（２）令和３年度の文化祭については、近隣の市では、工夫を凝らして

行ったところもあった。文化祭関係者からは、２年連続中止は大変

に厳しいものがあるとの声をお聞きした。今後の、幸手市の文化芸

術発展について伺う。 

 

１２ ５ 枝久保喜八郎 １ 組織と人事の今後の在り方      

及び人材育成について 

 

 

 

 

 

 

２ 水道の民営化について 

 

 

 

（１）組織の効率的配置配分について伺います。 

 

（２）退職者集中直後の人事の考え方について伺います。 

 

（３）定年退職年齢延長の前倒しについて伺います。 

 

（４）セクション別目標管理及び人財育成ミッションについて伺います。 

 

（１）水は命の根源に関わるインフラであるとの考え方からすれば、民 

間に委託委譲をすることはリスクが大きいと思いますが見解を伺い 

ます。 
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３ 公共施設の安心安全や快適さ

が人口問題に与える影響につい

て 

 

 

４ 火災被災者への緊急対応につ

いて 

（２）企業会計の観点から行政の効率化として水道がその対象にされる 

傾向にあるように感じますが見解を伺います。 

 

（１）本庁舎をはじめ市民が一定時間滞在する公共施設の安心安全およ 

び環境の快適さといった側面は、住み続けたい街としての市民評価 

に影響すると考えますが、人口減少防止対策の一丁目との観点から 

見解を伺います。 

 

（１）火災被災者に対する行政の緊急対応にどういったことがあるのか

伺います。 

 

１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木 村 治 夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 農業振興地域整備計画変更事

業について 

 

 

 

 

 

 

２ 防犯のまちづくり推進事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

（１）令和４年度意向調査の実施に伴う施策について伺う。 

 

（２）基礎調査結果報告書の作成施策について伺う。 

 

（３）市内農業の農地利用状況実態調査実施について伺う。 

 

（４）農業生産基盤として重要な用排水路実態調査実施について伺う。 

 

（１）市内における刑法犯認知件数の推移について伺う。 

 

（２）市内における自主防犯団体数と活動状況について伺う。 

 

（３）市管理防犯灯の設置基数、またＬＥＤ切替状況について伺う 

 

（４）市民への防犯に関する意識啓発、また自主的な防犯活動を支援す

る（必要経費補助等）ための施策について伺う。 
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１４ 

 

 

 

１４ 

 

 

 

武 藤 壽 男 １ 幸手市の当面の行政課題と実

施計画など、それらの取り組み

と対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）どのような課題があるか伺う。 

 

（２）課題に対する取り組み状況について伺う。 

 

（３）緊急性、必要性などからどんな順番で実施されるか伺う。 

 

（４）課題解決に向けては、所管課はもとより市全体の組織としての対

応を伺う。 

 

（５）それぞれの事業の事業費について伺う。 

 

（６）実施財源はどのように確保されるのか計画を伺う。 

 

（７）将来世代に対し先送りすべきでないがその方策を伺う。 

 

  


